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住
民
課
お
知
ら
せ

【
東
京
し
ご
と

　
　

セ
ン
タ
ー
多
摩
】

　

雇
用
・
就
業
を
支
援
す
る
た

め
の
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

s:/
/www.tok

yoshi

g
oto.j

p/t
ama/

）

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課　
　
　
　

☎
83-

２
２
９
５

◇
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
対
す
る
固
定
資
産
税

（
土
地
）
の
減
価
補
正
に

つ
い
て

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
土
砂
災
害

防
止
法
の
規
定
に
よ
り
、
開
発

行
為
の
制
限
、
建
築
物
の
構
造

規
制
、
建
築
物
の
移
転
な
ど
の

勧
告
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
影
響
を
考
慮
し
、
固
定
資

産
税
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

の
評
価
替
え
か
ら
土
地
評
価
額

（
宅
地
お
よ
び
雑
種
地
）
の
減

額
補
正
を
行
い
ま
す
。

　

補
正
率
は
、
指
定
さ
れ
て
い

る
個
々
の
筆
ご
と
に
２
つ
の
区

分
で
補
正
を
行
い
ま
す
。

○
一
部
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合

・
25
％
減
額

○
全
部
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合

・
40
％
減
額

　

ま
た
、
課
税
さ
れ
て
い
る
土

地
（
宅
地
お
よ
び
雑
種
地
）
が

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
５
月

に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
の
課
税
明
細
書
に
減
額

補
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
記

載
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
９
０

◇
令
和
３
年
度
固
定
資
産

税
の
課
税
明
細
書
は
５
月

に
納
税
通
知
書
と
一
緒
に

お
届
け
し
ま
す

　

町
で
は
、
納
税
者
が
課
税
内

容
を
分
か
り
や
す
く
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
毎
年
５
月
に

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
を
納

税
通
知
書
と
一
体
化
し
て
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届

く
前
に
固
定
資
産
税
の
課
税
内

容
を
確
認
し
た
い
場
合
に
は
、

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
役
場
住

民
課
で
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
税
者
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

◇
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
へ
医
療
費

等
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
健
康

と
医
療
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
診
療

日
数
な
ど
の
受
診
内
容
に
誤
り

が
な
い
か
を
ご
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
「
医
療
費
等
通

知
書
」
を
２
月
中
に
お
送
り
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
お
知
ら
せ
は
、
主
に

令
和
２
年
７
月
か
ら
10
月
の
間

に
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

【
年
金
の
お
知
ら
せ
】

◇
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内
と
申
請
に

つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
）
に
在
学
す
る
学
生
な

ど
で
、
ご
本
人
の
所
得
が
つ
ぎ

の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

１
１
８
万
円
＋
｛
扶
養
親
族
等

の
数
×
38
万
円
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

と
な
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
に

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
次
年
度
も
引
き
続
き

在
学
予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に

基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
９
０

住

民

課

か

ら

お

知

ら

せ

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
で
、
引
き
続
き
制
度
の

申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
ま
す

の
で
、
青
梅
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所　
　

☎
30
‐
３
４
１
０

住
民
課　
　

☎
83
‐
２
１
８
２


